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１１ ワワーーククののねねららいいととルルーールルのの確確認認（（５５分分））

２２ ウウォォーーミミンンググアアッッププ（（1100 分分））

①アイスブレイク１（他己紹介、等）

②アイスブレイク２

・二人組になり、「自分が今夢中になっていること」「好きなこと」等を伝え合う。

・聴く側はできるだけ質問等を控え、相づちや「そうですね」といった言葉掛けをしながら聴くこと

に徹し、話す側は持ち時間の全部を使って話す。（交代）

③聴いてどう思ったか、聴いてもらえてどう思ったか感想を伝え合う。

※保護者の感想を全体で共有し、聴くことや聴いてもらえる喜び等を共感し合う。

３３ ロローールルププレレイインンググ（（3300 分分））

①資料「ワークシート① 子どもの声を聴く」を読み、4 人グループで役を決める。5 人以上の場合

は第三者の役になる。

②グループ内で役割を演じ、子どもの気持ちや保護者の気持ちをそれぞれ想像し、感じたことを付

せんに書き、伝え合う。

③感じたことをもとに、グループで再度演じながら保護者の言葉を考える。

④新しいセリフでのおもちゃの取り合い場面を演じる。

４４ ポポイインントトををままととめめ、、保保護護者者にに伝伝ええるる（（1155 分分））

（例）気持ちを伝え合う体験をしていただきました。人が生きるうえで、自分の思っていること

を伝えられること、それをきちんと受け止めてもらえることは大切です。子どもが健やかに成

長するために必要であり、自分の意見を伝え、聴いてもらうことが重要です。

赤ちゃんも言葉で伝えられないだけで、表情や声等、身体全部を使って気持ちを伝えているのです。

人は、自分の表現したことをきちんと聴いて、受け止めてもらえることによって、自分自身への信頼感が

育ちます。また、どの年齢であれ、自分が大切にされることで自尊感情が育ちます。

けんか＝大変と捉える前に、大人も子どももそこで感じた気持ちを聴き合う、大切にし合うことで、人と

豊かにつながっていくためのステップになると思います。

保護者ワーク① 子どもの声を聴く

【ねらい】 ○「聴く」「聴いてもらう」を体験することで、自分の気持ちを受け止められる経験をする。

○役割を演じることで、子どもの気持ちや大人の気持ちを考える。

○大人にとってマイナスに見がちな子どもの行動をプラスに見て理解を深める。

【準備する物】◎「ワークシート① 子どもの声を聴く」

◎付せん（中･･･２色） ◎ペン・色マーカーペン ◎模造紙

【所要時間・人数等】60 分 １グループ（４人）

※さらにもう一歩！話し合ってみましょう。

・「イヤイヤ期の子ども」 ①どんな時にイヤイヤがでるのか考える

②子どもの気持ちを大切にする関わりについて考える

【研修方法】 ロールプレイング
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１.２人の子どもの気持ちを考えてみましょう。

２.２人の保護者の気持ちを考えてみましょう。

３.あなたが保護者なら、どうしますか？

ワークシート① 子どもの声を聴く

ロールプレイング 「おもちゃの取り合い」

アイリ、サクラ、アイリの保護者、サクラの保護者

アイリ：おもちゃで遊んでいる。

サクラ：おもちゃを取りあげる。

アイリ：泣く

サ ク ラ の 母：「何をしているの。アイリちゃんが遊んでいるおもちゃだから、とったら

だめでしょう。返しなさい。ごめんね。アイリちゃん。」

と言って、アイリにおもちゃを返す。

サクラ：泣く

ア イ リ の 母：「大丈夫。アイリはこのおもちゃで遊ぶから。」

と言って、アイリからおもちゃをとりあげてサクラに渡す。

アイリ：泣く
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子どもの人権を守るために、保育所・幼稚園等では､様々な取組が行われています。ここでは、子どもの思いを

大切にし、試行錯誤しながら、園全体で仲間づくりを支えてきたＡ保育所の実践事例を紹介します。

「あたしも話せるで」 ～ともに育つ仲間づくり～（Ａ保育所の取組）

Ａ保育所には、当時、2 カ国の外国籍の保護者がいました。言語や文化の違いもある中で､Ａ保育所は、子ども

や保護者が、安心して通える保育所を目指して取り組んでいました。この事例は、そのときの実践事例です。

「日本語しゃべって」 ～子どもたちの思いを丁寧に捉える～

転所してきたリンさんが保育所に初めて来た時に「わ～、ユーリさんと同じ顔や」とナツキさんが言った。

とっさに保育者は「そう？よく見たら目の大きさとか違うんじゃない？」と言葉をかけた。するとナツキさんは

「え？似いちゅうで」と言った。ナツキさんはリンさんとユーリさんの両親が同じ国の出身で似ているというこ

とから、リンさんに関心を寄せていた。

1 週間ほどして、虫が好きなリンさんが「あ、ダンゴムシおった」「このダンゴムシどこでとったが」と、思っ

たことや聞きたいことを話す姿も見られるようになった。虫かごを持って友だちに見せている時に、ナツキさ

んが「ねぇ、あたしにも見せて」と言うが、リンさんとユーリさんは外国語を使って話していた。それを見たナ

ツキさんは「日本語しゃべって」と言った。保育者は、ナツキが目を見つめて真剣にリンに言っている様子か

ら“自分も見たい、一緒に見たい”という気持ちからだろうと感じた。そこで保育者が「ダンゴムシ見たい

の？」と声をかけるとうなずいたので、「リンさんにそう伝えてみたら？」と言った。ナツキさんが「あたしもダ

ンゴムシ見たい」と言うと、リンさんは「リンが捕まえたダンゴムシ」と言ってナツキさんに見せ、一緒に頭を

つき合わせてダンゴムシを見ていた。

この時、保育者は、リンさんの気持ちを考えてとっさに返答したそうです。

けれど、ナツキさんの思ったことをよく聴き、新しく入った友だちへの関心を

受けとめたらよかったと、後で反省をしたそうです。

「日本語しゃべって」というナツキさんの言葉を聞いた時､保育者は最初少し戸惑ったそうです。でも、

戸惑う気持ちをすぐには言葉にせず、ナツキさんの表情を観察し、ナツキさんの気持ちを丁寧に理解しよ

うとしました。すると、ナツキさんは自分の気持ちを言葉にすることができ、そのことが、子ども同士の気持

ちがつながるという経験になっていきました。

保育実践事例
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